
各
地
本
・
地
協
の
定
期
大
会

の
開
催
状
況
と
、
令
和
元
年
度
、

各
機
関
〈
新
三
役
〉
を
紹
介
し

ま
す
。

仙
台
地
方
本
部

仙
台
地
本
「
第
７
回
定
期
地

方
大
会
」
は
７
月
15
日
、
ホ
テ

ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
に
お
い
て
、

「
民
主
的
労
働
運
動
を
次
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
変
革
を
巻
き

起
こ
し
、
組
織
拡
大
に
全
力
で

取
り
組
も
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
開
催
さ
れ
、
各
議
案
は
多

く
の
発
言
を
経
て
、
採
択
さ
れ

た
。
特
に
、
職
場
の
現
状
を
捉

え
た
う
え
、
社
友
会
で
は
社
員

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
会

社
発
展
の
た
め
に
も
、
労
働
組

合
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を

全
体
で
確
認
し
、
今
こ
そ
、
そ

の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
全
体

で
確
認
し
た
。
最
後
に
、
歴
史

を
切
り
拓
く
た
め
に
、
組
織
拡

大
に
全
力
を
尽
く
す
べ
く
、
全

組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
突
き

進
ん
で
い
く
！
と
の
宣

言
を
採
択
し
、
大
会
は

成
功
裡
に
終
了
し
た
。

関
東
地
方
協
議
会

横
浜
地
方
本
部･

東
京

地
方
本
部

関
東
地
協
（
横
浜
地
本
・
東

京
地
本
）
「
第
６
回
定
期
大
会
」

は
７
月
17
日
、
本
部
会
議
室
に

お
い
て
、
「
も
っ
と
前
へ
！
私

た
ち
の
未
来
は
組
織
拡
大
か
ら

!

全
て
の
運
動
を
組
織
拡
大
に

つ
な
げ
、
組
合
員
の
た
め
の
真

の
企
業
内
労
働
組
合
を
創
造
し

よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開

催
さ
れ
、
多
く
の
議
論
を
経
て
、

各
議
案
は
採
択
さ
れ
た
。
特
に

「
変
革
２
０
２
７
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
に
伴
う
各
施
策
に
つ

い
て
、
労
働
組
合
と
し
て
職
場

の
意
見
や
疑
問
点
を
会
社
に
発

信
し
、
議
論
を
創
り
出
す
こ
と
、

経
過
や
結
果
に
つ
い
て
仲
間
に

説
明
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

と
い
っ
た
あ
た
り
前
の
運
動
を
、

労
働
組
合
へ
の
参
加
・
不
参
加

を
問
わ
ず
不
断
に
運
動
と
し
て

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
、
全
体
で
確
認
し
た
。

「
も
っ
と
前
へ
！
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
全
組
合
員
の
総
掛
か
り

運
動
で
、
全
て
の
行
動
を
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
自
信
を
持
っ
て

力
強
く
邁
進
す
る
！
と
結
ば
れ
、

大
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

新
潟
地
方
本
部

新
潟
地
本
「
第
７
回
定
期
大

会
」
は
７
月
27
日
、
新
潟
駅
大

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
、
安
全
に
つ
い
て
は
、

労
働
組
合
と
し
て
グ
ル
ー
プ
会

社
に
・
協
力
会
社
と
本
体
が
一

体
と
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
職
場
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
疲
弊
し
て
い

る
社
員
に
は
そ
の
立
場
に
立
っ

た
世
話
役
活
動
を
進
め
組
織
拡

大
を
め
ざ
す
こ
と
、
な
ど
が
議

論
さ
れ
、
各
議
案
は
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で

は
、
神
田
執
行
委
員
長
が
退
任

さ
れ
、
船
山
新
執
行
委
員
長
は
、

挨
拶
で
、
神
田
前
委
員
長
を
は

じ
め
と
す
る
歴
代
の
委
員
長
が

築
き
上
げ
て
き
た
成
果
を
引
き

継
ぎ
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
頑
張
っ
て
い
く
。
そ
し
て

後
進
た
ち
に
し
っ
か
り
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
継
承
す
る
こ
と
。

み
ん
な
の
力
で
会
社
を
良
く
し

て
い
こ
う
、
と
あ
っ
た
。
最
後

に
は
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
！
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

「
イ
ー
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
し
、
さ
ら
な
る
運
動
強

化
と
、
魅
力
あ
る
組
織
を
創
り

出
す
こ
と
。
そ
し
て
組
織
拡
大

に
つ
な
げ
、
令
和
元
年
を
飛
躍

の
年
に
し
て
い
こ
う
！
」
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基本理念
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本
部
は
、
第

７
回
定
期
大
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
採
用
組

合
員
の
執
行
委
員
を
選
出
す
る
な
ど
、
令

和
元
年
度
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
幕
を
開

け
た
。
そ
し
て
、
各
地
方
本
部
、
地
方
協

議
会
の
各
機
関
に
お
い
て
も
機
関
整
備
が

完
了
し
、
私
た
ち
の
飛
躍
の
年
と
す
る
べ

く
、
新
た
な
一
年
に
向
か
う
体
制
を
確
立

し
た
。
ま
さ
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
突
き
進

む
の
み
で
あ
る
！
。



被
爆
74
年

連
合
２
０
１
９

平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会

８
月
８
～
９
日
、
連
合
主

催
の
「
被
爆
74
年

連
合
２
０

１
９

平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」

～
語
り
継
ぐ
戦
争
の
実
相
と

運
動
の
継
続
で
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
を
実
現
し
ょ
う

～

に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
長
崎
地
本
と
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
と
共
に
、

私
た
ち
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、
国

井
執
行
副
委
員
長
と
小
林
徹

志
執
行
委
員
が
参
加
し
た
。

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
た
集
会
は
、
連
合
長

崎

宮
崎
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
犠
牲
者
の
苦
し
み
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
「
黙
祷
」

を
捧
げ
た
後
、
神
津
里
季
生

連
合
会
長
、
中
村
長
崎
県
知

事
、
田
上
長
崎
市
長
と
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
核
の
恐
怖

に
終
止
符
を
打
ち
、
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
、
長
崎
か
ら
、

日
本
か
ら
、
世
界
に
向
け
て

発
信
し
、
世
界
平
和
の
実
現

を
強
く
訴
え
た
。
ま
た
、
若

者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し

て
、
全
国
か

ら
参
加
し
て

い
る
高
校
生

平
和
大
使
か

ら
「
ビ
リ
ョ

ク
だ
け
ど
ム

リ
ョ
ク
じ
ゃ

な
い
！
」
と
、

国
連
の
場
を

通
じ
全
世
界

の
人
々
に
伝

え
て
行
く
！

と
熱
い
思
い
も
届
け
ら
れ
た
。

最
後
に
「
平
和
を
願
う
す
べ

て
の
力
を
結
集
し
、
政
府
や

国
際
社
会
に

訴
え
、
核
兵

器
廃
絶
と
恒

久
平
和
を
目

指
し
て
い
く

こ
と
」
と
し

た
ナ
ガ
サ
キ

か
ら
の
平
和

ア
ピ
ー
ル
を

力
強
く
宣
言

し
、
満
場
の

拍
手
で
採
択

さ
れ
た
。

集
会
後
は

平
和
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
そ
し
て
、

「
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万

署
名
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
位

置
づ
け
と
し
て
、
あ
ら
た
め

て
全
体
が
心
を
ひ
と
つ
に
し

た
。
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
も
こ
の
署
名
に
つ
い
て
、

最
大
限
の
取
り
組
み
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
平
和
の

た
め
に
、
あ
る
べ
き
人
類
の

姿
を
創
造
し
て
い
こ
う
。

今
も
世
界
の
ど
こ
か
で
戦

争
に
よ
る
犠
牲
者
は
後
を
絶

た
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が

「
平
和
」
に
真
剣
に
向
き
合

い
、
未
来
の
た
め
、
恒
久
平

和
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
！

２
０
２
０
年
核
兵
器
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会

議
に
向
け
た
「
核
兵
器
廃
絶

１
０
０
０
万
署
名
」

私
た
ち
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ

ン
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
一
員
と

し
て
、
連
合
の
要
請
に
基
づ

き
、
同
署
名
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
「
ノ
ー

モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ

ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、
ノ
ー
モ
ア
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
こ
の
訴
え
は
、

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を

願
う
被
爆
国
・
日
本
国
民
の

心
か
ら
の
叫
び
で
す
。

連
合
、
原
水
爆
禁
止
日
本

国
民
会
議(

原
水
禁)

、
核
兵

器
廃
絶
・
平
和
建
設
国
民
会

議(

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｎ)

は
、
５

年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
あ
わ
せ
て
、

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
私
た
ち
の
願
い
を
、

日
本
政
府
と
国
連
に
届
け
ま

す
。核

兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
組
合

員
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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本部は、私たちの運動コンセプト「イーストイノベーション」を
本年度、「変革２０１９イーストイノベーション」として新たに
策定し提起した。（以下、冒頭部分）

2019年は、ＪＲ東日本の次代の土台を創る まさに変革の年！

ＪＲ東日本は、いま、まさに次代に向けて、大きく変わりはじめ
た。
どう変わるかは、今から中堅となる社員の見方・考え方に委ねら

れている。
自分が何もしなくても、会社が言うとおりにすれば、勝手に変わ

るのかもしれない。しかし、会社の変革に関わらない社員が、自分
たちの職場を、仕事を果たして守れるだろうか。
「自ら考え、自ら行動する企業風土」を創造するJR東日本が、言

うがままの社員で、この変革の波を乗り越えることができるのだろ
うか。
会社任せという受動的な意識を、会社とともに自分たちで「変え

ていこう！」というのが、私たちの「変革 イースト イノベーショ
ン」です。
受身からは何も変えることはできません。自分たちの会社、その

会社で働き明るい将来をめざすために、明るく楽しい家族の笑顔を
見るために、「イースト イノベーションからの変革」を共に考え・
実践していきましょう。
※詳しくはＨＰを参照ください！

トラジャ ＪＲ「革マル」
30年の呪縛、労組の終焉

（東洋経済新報社）

著者は、「マングローブ-テロ
リストに乗っ取られたＪＲ東日
本の真実 」（講談社、2007年）
の著作で知られる、西岡研介氏。

その前作を
凌ぐ衝撃の
超弩級ノン
フィクショ
ンとなって
いる。是非、
ご購読を！

※9月20日発
売予定

予
告


